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原 三 信 病 院
救急指定　開放型病院

福岡市博多区大博町1-8

ＴＥＬ ■ 092(291)3434
ＦＡＸ ■ 092(291)3424
URL ■ http://www.harasanshin.or.jp
Eメール ■ webmaster@harasanshin.or.jp

診療時間

診療科目

月～金曜日 9:00～13:00 14:00～17:00

土曜日 9:00～13:00
※日・祝日および8月15日・12月31日～1月3日はお休みです。
　但し、急患の患者様は、救急外来にて診察いたします。

総合診療科・循環器科・消化器科・呼吸器科・感染症免疫科・
糖尿病科・血液内科・腎臓内科・外科・整形外科・脳神経外科・
泌尿器科・産婦人科・放射線科・麻酔科・臨床病理科・歯科・人間ドック

原三信病院 広報誌原三信病院 広報誌 January 2003 NO.January 2003 NO.
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一
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一
、
居
心
地
の
良
い
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一
、
心
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こ
も
っ
た
サ
ー
ビ
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中
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卓

病
院
理
念

病
人
の
た
め
の
病
院
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平
成
十
二
年
十
二
月
、医
療
法
等
改
正
法
が
公
布
さ
れ
、

臨
床
研
修
制
度
が
三
十
六
年
ぶ
り
に
十
六
年
四
月
よ
り

抜
本
的
改
革
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。そ
の
目
指

す
目
的
は
、二
十
世
紀
は
専
門
医
療
へ
の
偏
り
、特
に
若
手

医
師
等
の
強
い
専
門
医
志
向
、疾
患
重
視
の
教
育
、そ
れ
に

よ
り
著
し
く
医
学
、医
療
も
進
歩
し
ま
し
た
が
、一
方
で
は

医
師
と
患
者
様
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
欠
如
、患
者
様

に
対
す
る
思
い
や
り
、敬
意
の
欠
如
、心
理
面
も
含
め
た

幅
広
い
診
療
能
力
の
欠
如
を
き
た
す
と
い
っ
た
弊
害
も
生
じ

て
き
て
お
り
、そ
の
反
省
の
も
と
、劣
悪
な
労
働
条
件
の
改
善

を
図
り
、充
実
し
た
研
修
に
没
頭
で
き
る
環
境
を
作
る
と
と

も
に
、プ
ラ
イ
マ
リ
ケ
ア
を
中
心
と
し
た
、多
く
の
診
療
科
の

基
本
的
臨
床
能
力
を
高
め
、地
域
保
健
、福
祉
医
療
の
知
識

を
身
に
付
け
る
こ
と
に
あ
る
と
解
釈
さ
れ
ま
す
。即
ち

二
十
世
紀
の
臓
器
を
標
的
と
し
た
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
偏
重
の

医
療
か
ら
、人
、特
に
病
む
人
に
優
し
い
医
療
に
立
脚
し
た

医
療
人
の
養
成
に
あ
る
と
考
え
ま
す
。こ
の
主
旨
に
の
っ
と

り
、我
々
も
当
院
の
理
念
で
あ
る『
病
人
の
た
め
の
病
院
』を

常
に
念
頭
に
置
き
、病
む
人
の
心
に
敏
感
で
優
し
く
、癒
し

を
与
え
ら
れ
る
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
よ
う
日
々

努
力
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
ご
指
導
、ご
鞭
撻
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

作品：写真部提供（筒井玲子「万両」）

病
む
人
に
優
し
い
医
療
を

病
む
人
に
優
し
い
医
療
を

病
む
人
に
優
し
い
医
療
を

施設名 太田医院

登録医 太田勝利

住　所 福岡市博多区綱場町1-10

電話番号 092-291-0417

診療科 内科・循環器科

診療日 月～土（木土AMのみ）

施設名 緑川内科循環器科医院

登録医 緑川啓一

住　所 福岡市博多区中洲5-5-19
緑川ビル

電話番号 092-291-0829

診療科 内科・循環器科

診療日 月～土（土AMのみ）

施設名 武井内科クリニック

登録医 武井信介

住　所 福岡市博多区店屋町8-24-2Ｆ

電話番号 092-291-6600

診療科 内科・胃腸科・消化器科

診療日 月～土（水土AMのみ）

施設名 久原医院

登録医 久原克巳、久原克彦

施設名 毛利内科循環器科医院

登録医 毛利太一

住　所 粕屋郡志免町志免1415-2

電話番号 092-935-0595

診療科 内科・循環器科

診療日 月～土（土AMのみ）

施設名 亀田内科クリニック

登録医 亀田志郎

住　所 福岡市博多区南本町2-1-9

電話番号 092-575-0071

診療科 内科

診療日 月～土（木土AMのみ）

住　所 長崎県壱岐郡芦辺町
箱崎大左右触500-2

電話番号 0920-45-2128

診療科
内科、消化器科、小児科、循環器科、
放射線科、リハビリテーション科

診療日 月～土（土AMのみ）

今回よりホームドクターのご紹介をさせていただきます。私たちは、地域の先生方と協力して
皆様のお役に立つよう努めています。どんなことでもホームドクターにご相談ください。

HOME DOCTOR

※ここでご紹介する先生方は、当院の開放型病院制度（医院・クリニックの医師が当院において共同で診療ができる）の登録医になって頂いている先生です。



● 当院は、救急指定病院です。急患の患者様は救急外来にて
　 24時間365日診察を行っています。
● 当院では医療機関の機能分担と地域連携を推進しています。
�　従いまして、現在他の医療機関に受診中の方は紹介状をご持参下さいます
　�ようご協力お願いします。
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職
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介
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介
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編
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の
マ
メ
知
識

薬
の
マ
メ
知
識

「
風
邪
と
く
す
り
」

日
帰
り
手
術

　
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

日
帰
り
手
術

　
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

編
集
後
記

編
集
後
記

医
学
雑
学
講
座

医
学
雑
学
講
座

医
学
雑
学
講
座

　
『
睡
眠
時
無
呼
吸
』
と

い
う
病
気
を
ご
存
じ
で
し

ょ
う
か
？�

読
ん
で
字
の

ご
と
く
、
寝
て
い
る
間
に

呼
吸
が
止
ま
っ
て
し
ま
う

病
気
で
す
。
と
い
っ
て
も

ず
っ
と
止
ま
っ
て
い
る
わ

け
で
は
な
く
20
秒
か
ら

30
秒
、
長
く
て
1

分
く
ら

い
止
ま
り
ま
す
。
そ
し
て

そ
れ
が
一
晩
の
睡
眠
中
に

数
百
回
と
起
こ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
息
が
止
ま
っ
て
苦
し
く
な
る
度
に
無
意
識
の
う

ち
に
目
が
覚
め
て
し
ま
い
ま
す
の
で
、
患
者
さ
ん
は
充
分
な

眠
り
が
と
れ
な
く
て
、
「
熟
睡
感
が
な
い
」
「
起
床
時
に
頭

が
痛
む
」
「
日
中
や
た
ら
と
眠
い
」
な
ど
の
症
状
に
悩
ま
さ

れ
ま
す
。
ま
た
「
一
緒
に
寝
る
人
が
嫌
が
る
ほ
ど
の
大
き
な

い
び
き
」
も
症
状
の
一
つ
で
す
。
患
者
様
は
日
中
の
勉
強

や
仕
事
の
効
率
が
悪
く
な
っ
た
と
感
じ

ま
す
。
ま
た
、
治
療
を
し
な
い
で
永
年

放
置
す
る
と
高
血
圧
や
糖
尿
病
な
ど
の

生
活
習
慣
病
の
合
併
も
お
こ
り
ま
す
。

い
か
が
で
す
か
？
思
い
当
た
る
方
が

い
ら
っ
し
ゃ
れ
ば
、
気
軽
に
内
科
に

ご
相
談
下
さ
い
。
当
セ
ン
タ
ー
で
は

1
泊
2

日
の
入
院
検
査
に
て
こ
の
病
気

を
診
断
し
、
適
切
な
治
療
を
ご
紹
介
い

た
し
て
お
り
ま
す
。

す

病

院
に
ゅ

〜平
成
十
四
年
十
月
一
日 

開
設

〜
泌
尿
器
科
編
〜

〜
泌
尿
器
科
編
〜

睡
眠
呼
吸
障
害
セ
ン
タ
ー
開
設

睡
眠
呼
吸
障
害
セ
ン
タ
ー
開
設

睡
眠
呼
吸
障
害
セ
ン
タ
ー
開
設

　
医
療
の
進
歩
に
よ
り
、
効
果
的
で
低
浸

襲
手
術
の
登
場
で
、
日
帰
り
手
術
が
十
分

に
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。
当
院
泌
尿
器

科
で
は
日
帰
り
手
術
セ
ン
タ
ー
を
利
用
し

た
手
術
を
98
年
10
月
よ
り
開
始
し
て
い
ま

す
。
現
在
ま
で
に
2
0
0
0

件
以
上
を
行

っ
て
き
ま
し
た
。

　
代
表
的
な
対
象
手
術
は
、
体
外
衝
撃
波

腎
尿
管
結
石
破
砕
術
（
E
S
W
L
）
、

前
立
腺
針
生
検
術
、
尿
失
禁
関
連
手
術
、

男
性
不
妊
症
関
連
手
術
、
膀
胱
水
圧
拡
張

術
で
す
。

　
体
外
衝
撃
波
腎
尿
管
結
石
破
砕
術

　
　
　
　
は
、
Ｘ
線
装
置
で
結
石
に
焦
点

を
合
わ
せ
、
体
外
に
設
け
た
電
極
か
ら
発

生
し
た
衝
撃
波
（
シ
ョ
ッ
ク
・
ウ
エ
ー
ブ
）

を
結
石
に
集
め
粉
々
に
砕
き
、
尿
と
と
も

に
自
然
に
体
外
に
排
出
さ
せ
る
侵
襲
の
少

な
い
治
療
法
で
す
。
前
立
腺
針
生
検
術
は
、

前
立
腺
癌
の
診
断
を
目
的
と
し
た
手
術
で

す
。
麻
酔
下
で
経
直
腸
的
に
超
音
波
に
て

ガ
イ
ド
し
て
バ
イ
オ
プ
シ
ー
ガ
ン
を
用
い

て
前
立
腺
組
織
を
採
取
す
る
手
術
で
す
。

当
院
に
は
尿
失
禁
専
門
外
来
が
あ
り
ま
す
。

失
禁
関
連
手
術
に
は
コ
ラ
ー
ゲ
ン
注
入
法

と
T
V
T(T

ension free vaginal tape
 m

ethod)

が
あ
り
ま
す
。
前
者
は
麻
酔
下

に
尿
道
に
コ
ラ

ー
ゲ
ン
を
注
入

し
、
後
者
は

尿
道
周
囲
を
特

別
な
メ
ッ
シ
ュ

で
支
え
失
禁
を

改
善
さ
せ
ま
す
。

当
院
に
は
男
性

不
妊
専
門
外
来

が
あ
り
ま
す
。

男
性
不
妊
治
療

関
連
手
術
と
し

て
体
外
授
精
を

前
提
と
し
た
精

子
採
取
術
、
不

妊
の
原
因
で
あ

泌
尿
器
科
部
長

　
　
　
小
松
　
潔

薬
剤
科
　
松
岡
　
奈
緒
子

広
報
委
員
会
委
員
長
　
　
原
　
直
彦

虚
血
性
心
臓
病
に
つ
い
て
�

虚
血
性
心
臓
病
に
つ
い
て
�

循
環
器
科
　
心
臓
カ
テ
ー
テ
ル
室
長
　

　
　
　
　
　
弘
永
　
潔

最
近
の
原
三
信
病
院
の
動
き

January 2003 NO.

　
当
院
栄

養
科
で
は

食
事
の
提

供
と
栄
養

指
導
を
主

な
業
務
と

し
て
行
っ

て
い
ま
す

が
、
特
に

患
者
様
の

食
事
の
配

膳
方
法
は

少
し
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
進
歩
し
て
い

ま
す
。
保
温
食
器
や
温
冷
配
膳
車
が
主
流
で

し
た
が
、
平
成
14
年
春
に
Ｉ
Ｈ
加
熱
配
膳
車

が
開
発
さ
れ
ま
し
た
。
Ｉ
Ｈ
（
Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ｕ
Ｃ

Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
　
Ｈ
Ｅ
Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
電
磁
誘
導
加
熱

方
式
）�

こ
の
配
膳
車
は
優
れ
も
の
で
御
飯
、

味
噌
汁
、
主
菜
、
副
菜
デ
ザ
ー
ト
等
の
温
度

が
そ
れ
ぞ
れ
自
由
に
設
定
で
き
て
全
て
陶
器

の
器
で
蓋
付
き
で
す
。
つ
ま
り
患
者
様
に

配
膳
さ
れ
る
時
は
温
か
い
も
の
は
温
か
く
、

冷
た
い
も
の
は
冷
た
く
と
言
っ
た
具
合
で
す
。

こ
の
Ｉ
Ｈ
加
熱
配
膳
車
を
九
州
で
初
め
て

導
入
す
る
こ
と
を
決
め
、
9

月
末
に
全
病
棟

を
対
象
に
配
膳
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
も
、
「
温
か
い
か
ら
家

で
食
べ
る
の
と
変
わ
ら
な
い
。
」
「
病
院
ら

し
く
な
い
暖
か
味
の
あ
る
食
器
で
食
欲
が
出

る
」
な
ど
の
意
見
が
多
数
を
占
め
大
変
喜
ん

で
頂
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
選
択
メ
ニ
ュ
ー

を
週
3

回
実
施
す
る
こ
と
で
患
者
様
の
嗜
好

に
合
わ
せ
た
食
事
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

病
院
の
食
事
は
ま
ず
い
、
冷
た
い
と
言
わ
れ

て
き
ま
し
た
が
、
治
療
の
一
環
で
も
あ
る

食
事
を
美
味
し
く
、
温
か
く
、
か
つ
衛
生
的

に
提
供
す
る
こ
と
を
今
後
も
ス
タ
ッ
フ
一
同

努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

睡眠呼吸障害

センター長

　奥村　雄三

800
図2　年度別件数

図1　術式別件数
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98年 99年 00年 01年 02年

る
精
索
静
脈
瘤
の
治
療
に
は
人
工
塞
栓
術

を
施
行
し
て
い
ま
す
。
膀
胱
水
圧
拡
張
術

は
頻
尿
症
の
原
因
の
一
つ
で
あ
る
間
質
性

膀
胱
炎
に
対
す
る
治
療
法
で
す
。
麻
酔
下

で
膀
胱
を
過
伸
展
さ
せ
治
療
し
ま
す
。�

　
98
年
10
月
よ
り
2
0
0
2

年
10
月
ま
で

に
2
0
7
5

件
の
手
術
を
施
行
し
て
い
ま

す
。
E
S
W
L
は
1
4
0
5

件
と
全
体
の

3
分
の
2

を
占
め
て
い
ま
す
。
次
に

前
立
腺
針
生
検
術
、
不
妊
関
連
手
術
、

尿
失
禁
関
連
手
術
、
膀
胱
水
圧
拡
張
術
、

そ
の
他
の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。
（
図
1

）

年
度
別
件
数
で
は
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り

ま
す
。
（
図
2

）
今
後
、
医
学
の
進
歩
に

て
日
帰
り
手
術
は
ま
す
ま
す
増
え
て
い
く

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
当
院
泌
尿
器
科
は

今
後
と
も
、
患
者
様
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ

た
先
端
医
療
に
取
り

組
ん
で
ゆ
き
ま
す
。

　
寒
い
冬
、
風
邪
を
ひ
く

機
会
が
増
え
る
季
節
で
す
。

風
邪
は
ウ
イ
ル
ス
や
細
菌
が

体
に
入
っ
て
お
こ
る
病
気
で
す
。

風
邪
の
時
は
主
に
次
の
様
な
薬
が

処
方
さ
れ
ま
す
。

　
★
解
熱
鎮
痛
剤
（
発
熱
・
色
々
な
痛
み
に
）

　
★
鎮
咳
剤
（
咳
ど
め
）

　
★
抗
ヒ
ス
タ
ミ
ン
剤
・
消
炎
酵
素
剤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鼻
水
・
く
し
ゃ
み
）

　
一
般
に
、
風
邪
薬
（
総
合
感
冒
薬
）
と
い

わ
れ
る
薬
は
、
右
記
の
薬
が
配
合
さ
れ
た
も

の
で
軽
度
の
風
邪
症
状
全
般
に
効
果
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
ら
の
薬
は
、
症
状
を
和
ら
げ
ま

す
が
、
風
邪
そ
の
も
の
を
治
す
た
め
に
は

抗
生
物
質
や
抗
ウ
イ
ル
ス
剤
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
風
邪
は
「
万
病
の
元
」
と
言
わ
れ
、

こ
じ
ら
せ
る
と
様
々
な
病
気
を
引
き
起
こ
す

こ
と
が
あ
る
の
で�

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
薬
の
飲
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
は
、
思
わ
ぬ

副
作
用
が
出
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
市
販
の

薬
や
他
の
病
院
の
薬
を
飲
む
時
に
は
今
飲
ん

で
い
る
薬
や
ア
レ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
医
師
・

薬
剤
師
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
風
邪
を
ひ

い
て
し
ま
っ
た
ら
、
薬
だ
け
に
頼
ら
ず
安
静
・

睡
眠
・
保
温
・
栄
養
と
水
分
の
補
給
な
ど
の

対
処
を
し
ま
し
ょ
う
。
風
邪
を
ひ
か
な
い
た

め
に
も
、
う
が
い�

手
洗
い
・
部
屋
の
保
温

と
い
っ
た
予
防
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　
前
回
に
引
き
続
き
、虚
血
性
心
臓
病
の
話
を
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。今
回
は
特
に
、生
命
の
危
機
を
有

す
る
重
篤
な
疾
患
で
あ
る
急
性
心
筋
梗
塞
に
つ
い

て
お
話
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。心
臓
は
、冠
動
脈
に

よ
っ
て
心
臓
自
体
に
血
液
を
供
給
さ
れ
て
い
ま
す
。

急
性
心
筋
梗
塞
は
、冠
動
脈
の
プ
ラ
ー
ク(

ア
テ
ロ
ー

ム
硬
化)

の
破
綻
が
起
こ
り
、血
栓(

血
の
塊)

を
生

じ
、閉
塞
す
る
病
気
で
す
。主
な
症
状
と
し
て
は
、

30
分
以
上
続
く
ひ
ど
い
胸
痛
や
左
背
部
痛
に
、

冷
汗
を
伴
っ
た
り
、嘔
吐
を
伴
っ
た
り
し
ま
す
。

意
識
が
な
く
な
っ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、血
栓
で
冠
動
脈
が
閉
塞
し
て
し
ま
う
と

ニ
ト
ロ
の
舌
下
錠
は
効
か
な
い
こ
と
が
多
い
で
す
。

　
ど
う
い
う
方
が
な
り
や
す
い
か
と
言
い
ま
す
と
、

前
回
の
医
学
雑
学
講
座
で
述
べ
ま
し
た
冠
危
険

因
子
を
持
っ
た
方
に
多
く
、そ
の
他
、脱
水
な
ど
の

要
素
が
関
係
し
ま
す
。

　
急
性
心
筋
梗
塞
の
場
合
、一
刻
も
早
く
病
院
を

受
診
さ
れ
、集
中
治
療
が
必
要
で
す
。閉
塞
し
た

冠
動
脈
の
領
域
に
あ
る
心
筋
は
、時
間
と
と
も
に

壊
死
し
て
い
き
ま
す
。

　
急
性
心
筋
梗
塞
の
方
が
、救
急
車
で
、救
急
外

来
を
受
診
さ
れ
ま
す
と
、心
電
図
及
び
心
エ
コ
ー

で
診
断
さ
れ
た
後
、バ
イ
ア
ス
ピ
リ
ン
　
2

錠(

も

し
く
は
、バ
フ
ァ
リ
ン
81
　
2

錠)

を
噛
み
砕
い
て

飲
ん
で
頂
き
ま
す
。そ
れ
か
ら
、殆
ど
の
場
合
、

緊
急
で
冠
動
脈
造
影
検
査(

心
臓
カ
テ
ー
テ
ル
検

査)

を
必
要
と
し
ま
す
。

　
次
に
心
臓
カ
テ
ー
テ
ル
検
査
の
１
例
を
示
し
ま

す
。冷
汗
を
伴
う
胸
痛
で
受
診
さ
れ
た
方
で
、

心
電
図
よ
り
急
性
心
筋
梗
塞
の
診
断
の
元
、緊
急

冠
動
脈
造
影
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。右
冠
動
脈
に

完
全
閉
塞
を
認
め(

図
1)

、細
い
ガ
イ
ド
ワ
イ
ヤ
ー

を
病
変
部
に
通
し
た
あ
と
、バ
ル
ー
ン
で
拡
張
を

行
い(

図
2)

、

良
好
な
再
還

流
が
得
ら
れ

て
お
り
ま
す

(

図
3)

。

　
予
防
の
た
め

に
は
、脱
水
と

な
ら
な
い
こ
と

も
重
要
で
す
。

水
分
の
補
給

を
行
う
た
め

に
就
寝
前
に

コ
ッ
プ
一
杯
の
水

を
補
給
し
て

頂
く
事
は
良

い
こ
と
で
す
。

　
ま
た
、コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
が

高
い
人
は
、そ

の
治
療
を
必
要

と
し
ま
す
。

こ
の
高
脂
血
症

に
つ
い
て
は
、

次
回
の
医
学

雑
学
講
座
で
、

総
合
診
療
科

の
澤
山
先
生

よ
り
詳
し
く
お
話
が
あ
り
ま
す
。

　
胸
が
締
め
付
け
る
感
じ
が
あ
り
、特
に
冷
汗
を

伴
っ
た
場
合
は
、一
刻
も
早
く
、病
院
を
受
診
さ
れ

る
こ
と
を
強
く
お
勧
め
し
ま
す
。

図1図2図3

栄
養
科
科
長
　
杉
　
俊
廣

● 当院は、救急指定病院です。急患の患者様は救急外来にて24時間診察を
　 行っています。
● 当院では医療機関の機能分担と地域連携を推進しています。
�　従いまして、現在他の医療機関に受診中の方は紹介状をご持参下さいます
　�ようご協力お願いします。
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職
場
紹
介
コ
ー
ナ
ー

職
場
紹
介
コ
ー
ナ
ー

栄
養
科 

編

薬
の
マ
メ
知
識

薬
の
マ
メ
知
識

「
風
邪
と
く
す
り
」

日
帰
り
手
術

　
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

日
帰
り
手
術

　
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

編
集
後
記

編
集
後
記

医
学
雑
学
講
座

医
学
雑
学
講
座

医
学
雑
学
講
座

　
『
睡
眠
時
無
呼
吸
』
と

い
う
病
気
を
ご
存
じ
で
し

ょ
う
か
？�

読
ん
で
字
の
ご

と
く
、
寝
て
い
る
間
に
呼

吸
が
止
ま
っ
て
し
ま
う
病

気
で
す
。
と
い
っ
て
も
ず

っ
と
止
ま
っ
て
い
る
わ
け

で
は
な
く
20
秒
か
ら
30
秒
、

長
く
て
1

分
く
ら
い
止
ま

り
ま
す
。
そ
し
て
そ
れ
が

一
晩
の
睡
眠
中
に
数
百
回

と
起
こ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
息
が
止
ま
っ
て
苦
し
く
な
る
度
に
無
意
識
の
う
ち
に
目

が
覚
め
て
し
ま
い
ま
す
の
で
、
患
者
さ
ん
は
充
分
な
眠
り
が

と
れ
な
く
て
、
「
熟
睡
感
が
な
い
」
「
起
床
時
に
頭
が
痛
む
」

「
日
中
や
た
ら
と
眠
い
」
な
ど
の
症
状
に
悩
ま
さ
れ
ま
す
。

ま
た
「
一
緒
に
寝
る
人
が
嫌
が
る
ほ
ど
の
大
き
な
い
び
き
」

も
症
状
の
一
つ
で
す
。
患
者
さ
ん
は
日
中
の
勉
強
や
仕
事
の

効
率
が
悪
く
な
っ
た
と
感
じ
ま
す
。
ま

た
、
治
療
を
し
な
い
で
永
年
放
置
す
る

と
高
血
圧
や
糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習
慣

病
の
合
併
も
お
こ
り
ま
す
。
い
か
が
で

す
か
？
思
い
当
た
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ

れ
ば
、
気
軽
に
内
科
に
ご
相
談
下
さ
い
。

当
セ
ン
タ
ー
で
は
1

泊
2

日
の
入
院
検

査
に
て
こ
の
病
気
を
診
断
し
、
適
切
な

治
療
を
ご
紹
介
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

す

病

院
に
ゅ

〜平
成
十
四
年
十
月
一
日 

開
設

睡
眠
呼
吸
障
害
セ
ン
タ
ー
開
設

睡
眠
呼
吸
障
害
セ
ン
タ
ー
開
設

睡
眠
呼
吸
障
害
セ
ン
タ
ー
開
設

　
医
療
の
進
歩
に
よ
り
、
効
果
的
で
低
浸

襲
手
術
の
登
場
で
、
日
帰
り
手
術
が
十
分

に
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。
当
院
泌
尿
器

科
で
は
日
帰
り
手
術
セ
ン
タ
ー
を
利
用
し

た
手
術
を
98
年
10
月
よ
り
開
始
し
て
い
ま

す
。
現
在
ま
で
に
2
0
0
0

件
以
上
を
行

っ
て
き
ま
し
た
。

　
代
表
的
な
対
象
手
術
は
、
体
外
衝
撃
波

腎
尿
管
結
石
破
砕
術
（
E
S
W
L
）
、
前

立
腺
針
生
検
術
、
尿
失
禁
関
連
手
術
、
男

性
不
妊
症
関
連
手
術
、
膀
胱
水
圧
拡
張
術

で
す
。

　
体
外
衝
撃
波
腎
尿
管
結
石
破
砕
術

　
　
　
　
は
、
Ｘ
線
装
置
で
結
石
に
焦
点

を
合
わ
せ
、
体
外
に
設
け
た
電
極
か
ら
発

生
し
た
衝
撃
波
（
シ
ョ
ッ
ク
・
ウ
エ
ー
ブ
）

を
結
石
に
集
め
粉
々
に
砕
き
、
尿
と
と
も

に
自
然
に
体
外
に
排
出
さ
せ
る
侵
襲
の
少

な
い
治
療
法
で
す
。
前
立
腺
針
生
検
術
は
、

前
立
腺
癌
の
診
断
の
診
断
目
的
と
し
た
手

術
で
す
。
麻
酔
下
で
経
直
腸
的
に
超
音
波

に
て
ガ
イ
ド
し
て
バ
イ
オ
プ
シ
ー
ガ
ン
を

用
い
て
前
立
腺
組
織
を
採
取
す
る
手
術
で

す
。
当
院
に
は
尿
失
禁
専
門
外
来
が
あ
り

ま
す
。
失
禁
関
連
手
術
に
は
コ
ラ
ー
ゲ
ン

注
入
法
と
T
V
T(T

ension free vaginal
 tape m

ethod)

が
あ
り
ま
す
。
前
者
は
麻

酔
下
に
尿
道
に

コ
ラ
ー
ゲ
ン
を

注
入
し
、
後
者

は
尿
道
周
囲
を

特
別
な
メ
ッ
シ

ュ
で
支
え
失
禁

を
改
善
さ
せ
ま

す
。
当
院
に
は

男
性
不
妊
専
門

外
来
が
あ
り
ま

す
。
男
性
不
妊

治
療
関
連
手
術

と
し
て
体
外
受

精
を
前
提
と
し

た
精
子
採
取
術
、

不
妊
の
原
因
で

泌
尿
器
科
部
長

　
　
　
小
松
　
潔

薬
剤
科
　
松
岡
　
奈
緒
子

虚
血
性
心
臓
病
に
つ
い
て
�

虚
血
性
心
臓
病
に
つ
い
て
�

循
環
器
科
　
弘
永
潔

最
近
の
原
三
信
病
院
の
動
き

January 2003 NO.

　
当
院
栄

養
科
で
は

食
事
の
提

供
と
栄
養

指
導
を
主

な
業
務
と

し
て
行
っ

て
い
ま
す

が
、
特
に

患
者
様
の

食
事
の
配

膳
方
法
は

少
し
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
進
歩
し
て
い

ま
す
。
保
温
食
器
や
温
冷
配
膳
車
が
主
流
で

し
た
が
、
平
成
十
四
年
春
に
Ｉ
Ｈ
加
熱
配
膳

車
が
開
発
さ
れ
ま
し
た
。
Ｉ
Ｈ
（
Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ｕ

Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
　
Ｈ
Ｅ
Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
電
磁
誘
導
加

熱
方
式
）�

こ
の
配
膳
車
は
優
れ
も
の
で
御
飯
、

味
噌
汁
、
主
菜
、
副
菜
デ
ザ
ー
ト
等
の
温
度

が
そ
れ
ぞ
れ
自
由
に
設
定
で
き
て
全
て
陶
器

の
器
で
蓋
付
き
で
す
。
つ
ま
り
患
者
様
に
配

膳
さ
れ
る
時
は
温
か
い
も
の
は
温
か
く
、
冷

た
い
も
の
は
冷
た
く
と
言
っ
た
具
合
で
す
。

こ
の
Ｉ
Ｈ
加
熱
配
膳
車
を
九
州
で
初
め
て
導

入
す
る
こ
と
を
決
め
、
九
月
末
に
全
病
棟
を

対
象
に
配
膳
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
で
も
、
「
温
か
い
か
ら
家
で

食
べ
る
の
と
変
わ
ら
な
い
。
」
「
病
院
ら
し

く
な
い
暖
か
味
の
あ
る
食
器
で
食
欲
が
出
る
」

な
ど
の
意
見
が
多
数
を
占
め
大
変
喜
ん
で
頂

い
て
い
ま
す
。
病
院
の
食
事
は
ま
ず
い
、
冷

た
い
と
言
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
治
療
の
一

環
で
も
あ
る
食
事
を
美
味
し
く
、
温
か
く
、

か
つ
衛
生
的
に
提
供
す
る
こ
と
を
今
後
も
ス

タ
ッ
フ
一
同
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

睡眠呼吸障害

センター長

　奥村　雄三

800
図2　年度別件数

図1　術式別件数

700

600

500

400

300

200

100

0

その他 ESWL

ESWL

前立腺生検

不妊治療関連

尿失禁関連

水圧拡張

その他

98年 99年 00年 01年 02年

あ
る
精
索
静
脈
瘤
の
治
療
に
た
人
工
塞
栓

術
を
施
行
し
て
い
ま
す
。
膀
胱
水
圧
拡
張

術
は
頻
尿
症
の
原
因
に
一
つ
で
あ
る
間
質

性
膀
胱
炎
に
対
す
る
治
療
法
で
す
。
麻
酔

下
で
膀
胱
を
過
伸
展
さ
せ
治
療
し
ま
す
。�

98
年
10
月
よ
り
2
0
0
2

年
10
月
ま
で
に

2
0
7
5

件
の
手
術
を
施
行
し
て
い
ま
す
。

E
S
W
L
は
1
4
0
5

件
と
全
体
の
3

分

の
2

を
占
め
て
い
ま
す
。
次
に
前
立
腺
針

生
検
術
、
不
妊
関
連
手
術
、
尿
失
禁
関
連

手
術
、
膀
胱
水
圧
拡
張
術
、
そ
の
他
の
順

と
な
っ
て
い
ま
す
。
（
図
1

）
年
度
別
件

数
で
は
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

（
図
2

）
今
後
、
医
学
の
進
歩
に
て
日
帰

り
手
術
は
ま
す
ま
す
増
え
て
い
く
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
当
院
泌
尿
器
科
は
今
後
と
も

先
端
医
療
を
い
ち
早
く
取
り
入
れ
、
患
者

の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ

た
先
端
医
療
に
取
り

組
ん
で
ゆ
き
ま
す
。

寒
い
冬
、
風
邪
を
ひ
く
機

会
が
増
え
る
季
節
で
す
。

風
邪
は
ウ
イ
ル
ス
や
細
菌
が

体
に
入
っ
て
お
こ
る
病
気
で
す
。

風
邪
の
時
は
主
に
次
の
様
な
薬
が

処
方
さ
れ
ま
す
。

　
★
解
熱
鎮
痛
剤
（
発
熱
・
色
々
な
痛
み
に
）

　
★
鎮
咳
剤
（
咳
ど
め
）

　
★
抗
ヒ
ス
タ
ミ
ン
剤
・
消
炎
酵
素
剤

　
　
（
鼻
水
・
く
し
ゃ
み
）

　
一
般
に
、
風
邪
薬
（
総
合
感
冒
薬
）
と
い

わ
れ
る
薬
は
、
右
記
の
薬
が
配
合
さ
れ
た
も

の
で
軽
度
の
風
邪
症
状
全
般
に
効
果
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
ら
の
薬
は
、
症
状
を
和
ら
げ
る

も
の�

で
、
風
邪
そ
の
も
の
を
治
す
た
め
に

は
抗
生
物
質
や
抗
ウ
イ
ル
ス
剤
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
風
邪
は
「
万
病
の
元
」
と
言
わ
れ
、

�

こ
じ
ら
せ
る
と
様
々
な
病
気
を
引
き
起
こ
す

こ
と
が
あ
る
の
で�

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
薬
の
飲
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
は
、
思
わ
ぬ

副
作
用
が
出
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
市
販
の

薬
や
他
の
病
院
の
薬
を
飲
む
時
に
は
今
飲
ん

で
い
る
薬
や
ア
レ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
医
師
・

薬
剤
師
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
風
邪
を
引

い
て
し
ま
っ
た
ら
、
薬
だ
け
に
頼
ら
ず
安
静
・

睡
眠
・
保
温
・
栄
養
と
水
分
の
補
給
な
ど
の

対
処
を
し
ま
し
ょ
う
。
風
邪
を
ひ
か
な
い
た

め
に
も
、
う
が
い�

手
洗
い
・
部
屋
の
保
温

と
い
っ
た
予
防
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　
前
回
に
引
き
続
き
、今
回
は
、虚
血
性
心
臓
病

の
話
を
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。特
に
、生
命
の
危
機

を
有
す
る
重
篤
な
疾
患
で
あ
る
急
性
心
筋
梗
塞

に
つ
い
て
お
話
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。心
臓
は
、冠
動

脈
に
よ
っ
て
心
臓
自
体
に
血
液
を
供
給
さ
れ
て
い

ま
す
。急
性
心
筋
梗
塞
は
、冠
動
脈
の
プ
ラ
ー
ク(

ア
テ
ロ
ー
ム
硬
化)

の
破
綻
が
起
こ
り
、血
栓(

血
の

塊)

を
生
じ
、閉
塞
す
る
病
気
で
す
。主
な
症
状
と

し
て
は
、30
分
以
上
続
く
ひ
ど
い
胸
痛
や
左
背
部

痛
に
、冷
汗
を
伴
っ
た
り
、嘔
吐
を
伴
っ
た
り
し
ま

す
。意
識
が
な
く
な
っ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。ま
た
、血
栓
で
冠
動
脈
が
閉
塞
し
て
し
ま
う

と
ニ
ト
ロ
の
舌
下
錠
は
効
か
な
い
こ
と
が
多
い
で
す
。

ど
う
い
う
方
が
な
り
や
す
い
か
と
言
い
ま
す
と
、前

回
の
医
学
雑
学
講
座
で
述
べ
ま
し
た
冠
危
険
因

子
を
持
っ
た
方
で
、そ
の
他
、脱
水
な
ど
の
要
素
が

関
係
し
ま
す
。

　
急
性
心
筋
梗
塞
の
場
合
、一
刻
も
早
く
病
院
を

受
診
さ
れ
、集
中
治
療
が
必
要
で
す
。閉
塞
し
た

冠
動
脈
の
領
域
に
あ
る
心
筋
は
、時
間
と
と
も
に

壊
死
し
て
い
き
ま
す
。

　
急
性
心
筋
梗
塞
の
方
が
、救
急
車
で
、救
急
外

来
を
受
診
さ
れ
ま
す
と
、心
電
図
及
び
心
エ
コ
ー

で
診
断
さ
れ
た
後
、バ
イ
ア
ス
ピ
リ
ン
2

錠(

も
し

く
は
、バ
フ
ァ
リ
ン
81
　
2

錠)

を
噛
み
砕
い
て
飲
ん

で
頂
き
ま
す
。そ
れ
か
ら
、殆
ど
の
場
合
、緊
急
で

冠
動
脈
造
影
検
査(

心
臓
カ
テ
ー
テ
ル
検
査)

を
必

要
と
し
ま
す
。

　
次
に
心
臓
カ
テ
ー
テ
ル
検
査
の
１
例
を
示
し
ま

す
。冷
汗
を
伴
う
胸
痛
で
受
診
さ
れ
た
方
で
、心

電
図
よ
り
急
性
心
筋
梗
塞
の
診
断
の
元
、緊
急
冠

動
脈
造
影
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。右
冠
動
脈
に
完

全
閉
塞
を
認
め(

図
1)

、細
い
ガ
イ
ド
ワ
イ
ヤ
ー

を
病
変
部
に
通
し
た
あ
と
、バ
ル
ー
ン
で
拡
張
を

行
い(

図
2)

、

良
好
な
再
還

流
が
得
ら
れ

て
お
り
ま
す

(

図
3)

。

　
予
防
の
た

め
に
は
、脱
水

と
な
ら
な
い
こ

と
も
重
要
で

す
。水
分
の
補

給
を
行
う
た

め
に
就
寝
前

に
コ
ッ
プ
一
杯
の

水
を
補
給
し

て
頂
く
事
は

良
い
こ
と
で
す
。

ま
た
、コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
が
高
い

人
は
、そ
の
治

療
を
必
要
と

し
ま
す
。こ
の

高
脂
血
症
に

つ
い
て
は
、次

回
の
医
学
雑

学
講
座
で
、総

合
診
療
部
の

澤
山
先
生
よ

り
詳
し
く
お
話
が
あ
り
ま
す
。

　
胸
が
締
め
付
け
る
感
じ
が
あ
り
、特
に
冷
汗
を

伴
っ
た
場
合
は
、一
刻
も
早
く
、病
院
を
受
診
さ
れ

る
こ
と
を
強
く
お
勧
め
し
ま
す
。

図1図2図3

栄
養
科
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長
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今
回
よ
り
　
わ
が
町
の
ホ
ー
ム
ド
ク
タ
ー
　
を

ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
致
し
ま
し
た
。

先
生
方
の
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
紹
介
し
た
か
っ
た

の
で
す
が
、
不
十
分
で
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
か
ら
も�

皆
様
の
お
役
に
立
つ
記
事
の
掲
載
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。


